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（一社）空き家活用推進協会について

•空き家の活用で課題を解決する。

•専門家たちと事例研究をして空き家問題の本質を伝える。

•地域貢献への情報交換のフィールドづくりを進めている。

•空き家問題に対しての教育・研究・啓発の活動を行っている。

•年６回「空き家活用コーディネーター」認定講座やセミナー等を
行っている。
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空き家課題解決

空き家発生の抑制

早めに解決

相談者

持ち主

相談員は空き家相談者の意向を汲み

空き家課題解決を担う専門家 それぞれの専門家へつなぐ

空き家・終活相談会

空き家相談員養成講座

空き家の課題解決の知識

一社）まちなか整備・管理機構 一社）空き家活用推進協会 さまざまな業種による

空き家/老朽危険家屋解決の専門家集団 空き家解決プラットフォーム

相談員相談員

両団体の連携と活動について



当団体の理念

都市を持続可能なまちへ変えていくために、すでに放置空き家になっているも
のへの取り組みとともに、空き家の予備軍に対する働きかけをして空き家発生
を抑制し持続可能なまちづくりに貢献する。

（SDGｓ １１ 住み続けられるまちづくりを）
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今回のモデル事業での主な取り組み

■空き家相談員の養成講座の実施⇒多岐にわたる老朽空き家の問題を汲み
取り、適切な専門家につなぎ完全な解決までを提案する。

■専門家と連携したワンストップの相談会の開催⇒住まいに関する意識啓発
や放置空き家化、老朽空き家化の防止に取り組む。

■空き家予備軍に働きかけるセミナー開催⇒管理不全により地域に危険を及
ぼしている老朽空き家の実例、老朽空き家をリフォームしその活用例を紹介
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取り組み内容の詳細（１から６）

●空き家抑制に対する意識の啓発
１．空き家セミナー開催

●空き家解決のためのアプローチ
２．空き家相談会の開催

●空き家の担い手をふやす
３．空き家相談員養成講座の開催

●メディアによる啓発活動と知識の普及
４. ドローンによる空き家・老朽危険家屋の実態と解決事例の映像制作
５．空き家相談員を対象とした空き家相談員ハンドブック作成
６．一般層を対象とした空き家のデザインブック作成
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●空き家抑制に対する意識の啓発
１．空き家セミナー開催

空き家セミナーの開催 ４回開催

オンラインにて開催 参加者７５名

第1回 専門家による空き家抑制対策事例報告

第2回 空き家抑制のための家族信託の活用と相続対策

第3回 空き家を活用した高齢者の住まいとサービスの事例報告

第4回 空き家対策現状と地下直下型地震、放置空き家の危険性

と所有者不明土地・建物等の解決例
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第1回空き家セミナー 第３回空き家セミナー

第４回空き家セミナー第２回空き家セミナー



●空き家解決のためのアプローチ
２．ワンストップの空き家相談会開催

空き家相談会の開催 ４回

品川区（後援）にて開催 相談件数６件

自宅と終活の相談、実家の処分の相談な
ど６件に対応

複合的な空き家の問題を解決する団体と
して引き続き幅広く相談会を行っていく。
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相談会開催のチラシ 相談会開催の様子



【相談体制の拡充へ】

ワンストップの相談会で

複合的な空き家問題の出口を考える

・空き家老朽家屋が問題だと捉えていない

・空き家だが、とりあえず置いておく

・価値が無いのでいらない

・解決したいが難しい

・売りたいが売れず、貸したいが貸せず

・建て替えできない
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立地、建物、所有者、相続先
などの問題
地域の空洞化
先送り思考
新築住宅信仰
相続時期の高齢化
相続登記は義務でなく権利
残置物



●空き家の担い手を増やす
３．空き家相談員講座の開催

空き家相談員養成講座の開催 ２回

参加者６７名

【講座内容】
〇空き家相談員の役割
〇空き家の基礎知識・現状と解決事例
〇必要な専門家へのアプロ―チの方法
（宅建士 葛生貴昭講師）

〇空き家のデザインの考え方と利活用の事例
（建築デザイナー 大久保 敏之講師）

11



空き家相談員養成講座の開催 2回 参加者67名
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相談員講座の募集 受講者に修了証送付 空き家相談員ハンドブック送付 空き家のデザインブック送付

●空き家の担い手を増やす
３．空き家相談員講座の開催



●メディアによる啓発活動と知識の普及
４.ドローンによる空き家抑制のための啓発映像の製作空き家・老朽危険空き家の
実態と解決事例ビフォアアフター映像製作

老朽危険家屋の映像制作
危険性を都民に広く周知・共有（崩壊した屋根や壁など）

空き家の相談員講座や空き家セミナー参加者さまざまな属性を持つ方々が情報を受け取り
危険性を実感してもらうことにより空き家抑制の方法の啓発を行った。
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ドローンによる調査



●メディアによる啓発活動と知識の普及
５．空き家相談員を対象とした空き家相談員ハンドブック作成

『空き家相談員ハンドブック

～住みやすく安全な地域のために～』

配布対象：第1回、第2回空き家相談員養成講座受講者と希望者

内容：空き家の相談員として必要な知識,要点を44ページに整理

今後も各地域で活動する空き家相談員のサポート、空き家相談会の開
催による課題解決へのアプローチを継続したい。
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●メディアによる啓発活動と知識の普及
６．一般層を対象とした空き家のデザインブック作成

内容■ニューノーマルな街づくりのコンセプト

■空き家活用の手引き

■12のデザインをまとめ

多世代が一緒に見て語り合える

仕掛絵本のように街の変化をインタラクティブに見せる装丁

空き家相談員と一般希望者に広く配布
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今回の事業の成果（参加人数 １４８名）

すべての活動を通じて計１４８名参加。

空き家相談員養成講座参加者を対象としたアンケート

＜良かった・役に立つ＞９２％

＜まあまあ役に立つ＞８％であった。

16

アンケート自由回答（抜粋）
・町内会の活動をしているが、空き家が目立ってきてどう対応するか
悩んでいたので参加できてよかった。

・専門家でなくても空き家問題に取り組む方法を教えてもらえた。
・解決の実例を交えて話してもらい、とても分かりやすかった。



まとめと今後の展開

今後の展開と目標

•より広くワンストップで問題解決できる相談会を開催していく

•空き家問題取組みの入口になるような講座が少ないので問題を汲取れる人材の育成を継続する

•住民参画の空き家抑制策と様々なアプローチによる一般の人への啓発活動

•空き家問題を解決するための情報の提供・共有（民間＋行政）

空き家問題をより明確に課題とし実務を通して成功事例を作り

社会問題の解決のトップランナーとして空き家問題解決をモデル化していきたい。
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ありがとうございました。
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